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令和６年第２回大仙市教育委員会定例会議事録 

 

 

 令和６年第２回大仙市教育委員会定例会を令和６年２月２１日（水）午後３時

から大曲庁舎３階大会議室において開催した。 

 

出席者 

      教育長   伊 藤 雅 己 

      委 員   小笠原   晃 

         玉 井 有 紗 

                髙 見 文 子 

         伊 藤 勝 良 

 

説明員   事務局長          山信田   浩 

            次長兼教育総務課長     小 松   大 

         次長兼教育指導課長     藤 原 秀 一 

            施設管理課長        髙 橋 隆 伸 

            学校給食総合センター所長  佐々木 満智子 

            生涯学習課長              八 嶋 洋 晃 

            次長兼総合図書館長     伊 藤 ひろみ 

            次長兼総合市民会館長    品 川 雄 喜 

         主幹兼教育研究所長     木 元 真 一 

         花館公民館長        枝 川   元 

         神岡中央公民館長      齊 藤 浩 志 

         大綱交流館長        遠 藤 隆 伸 

         中仙公民館長        大 阪 文 博 

         協和公民館長        阿 部 成 吾 

         南外公民館長        佐 藤 マ キ 

         仙北公民館長        竹 村 智 子 

         太田公民館長        草 彅 晶 子 

          

          

 

事務局   教育総務課参事       堀 川 あずさ 

    〃（書記）教育総務課主幹       須 田   崇 
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付議案件  

 (1)議案第１号 大仙市コスモス奨学基金条例の制定に関する臨時代理につ 

いて（教育総務課） 

 (2)議案第２号 令和５年度大仙市一般会計補正予算（第 15号）案に関する 

臨時代理について（教育総務課、施設管理課、生涯学習課） 

 (3)議案第３号 令和５年度大仙市学校給食事業特別会計補正予算（第 4 号） 

案に関する臨時代理について（学校給食総合センター） 

  (4)議案第４号 令和５年度大仙市奨学資金特別会計補正予算（第 1号）案に 

        関する臨時代理について（教育総務課） 

 (5)議案第５号 令和６年度大仙市一般会計予算案に関する臨時代理につい 

て（教育総務課、教育指導課、施設管理課、生涯学習課、総合 

図書館、総合市民会館） 

 (6)議案第６号 令和６年度大仙市学校給食事業特別会計予算案に関する臨 

時代理について（学校給食総合センター） 

 (7)議案第７号 令和６年度大仙市奨学資金特別会計予算案に関する臨時代 

        理について（教育総務課） 

(8)議案第８号 大仙市教育委員会公印規則の一部を改正する規則の制定に 

       ついて（教育総務課） 

(9)議案第９号 大仙市学校給食センターの設置及び管理に関する条例施行 

規則の一部を改正する規則の制定について(学校給食総合セン 

ター) 
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伊藤教育長 

皆様、お忙しい中、御出席いただきまして誠にありがとうございます。 

 ただいまから、令和６年、第２回大仙市教育委員会定例会を開催いたします。

本日は、中島委員から欠席の御連絡が入っております。定足数は満たしておりま

すので、会議は成立いたします。書記に、須田主幹を指名します。 

 前回定例会の議事録は、ただいま、委員の皆様からの署名をもって、承認して

いただきました。 

暖冬との長期予報ではあったものの、正直、ここまで雪が少ない冬になるとは

思ってもみませんでした。雪不足や高めの気温が、学校生活や社会生活にどんな

影響を及ぼすのか注視する必要を感じているところです。 

 さて、市内小・中学校は冬休みが終わり、授業再開してから１ヶ月あまり経ち

ました。インフルエンザに加え新型コロナウイルスの報告が増えた時期もあり

ましたが、今月半ば頃からは落ち着いた状況にあるようです。卒業に向けた活動

や高校受験がひかえていることから、引き続き、感染予防に努めてまいります。 

 それでは、報告の１ページをご覧ください。 

最初に学校教育関係です。大仙ふるさと博士とグローバルジュニア、読書通帳で

大きな目標を達成した児童生徒に対して、市長賞は図書館の視聴覚室において、

教育長賞は各学校に出向いて表彰を行っております。大曲南中学校が２つの 

全国レベルでの表彰を受けております。文部科学大臣優秀教員表彰は、通常は 

個人での表彰ですが、今回は教職員全体として表彰を受けております。全国から

７校が選ばれており、「地域連携・協働の推進」分野での受賞となりました。 

また、ＥＳＤ大賞は、文部科学大臣賞、ユネスコスクール最優秀賞に続く優秀賞

を受賞しております。どちらの賞も、長年にわたる地域等と連携したＥＳＤ活動

が高く評価されたものです。２月５日に部活動の地域移行推進本部会議を開催

し、今年度まとめと来年度以降の方向性について協議しております。  

研修については、２月９日に、園や小・中学校の保護者や教員が参加して、 

大仙市ＰＴＡ連合会が開催されました。コミュニティスクールや部活動の地域

移行について情報交換しております。 

社会教育については、記載の２つの事業に出席しております。大仙市芸術文化賞

は、美術（写真）部門で神岡支部の今野 昇氏が、地域文化部門で仙北支部の 

佐藤隆造氏が功労賞を受賞されます。なお、来月のことになりますが、３月２日

土曜日に大仙アカデミーが開催されます。当日は、大曲の花火の年間スポンサー

である株式会社エイブリックの石合信正会長が講演される予定です。お忙しい

かも思いますが、ぜひ出席いただければと思います。 

 部局等との連携行事では、大仙市総合教育会議が行われました。委員の皆様 

からもご出席いただき誠にありがとうございました。いずれも大きな課題で 

あり、教育委員会のみならず部局や関係団体、地域の方々の理解と協力なしでは

なかなか前に進むことができない大きな課題です。委員の皆様からも引き続き

のご助言等をよろしくお願いいたします。 
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 安全安心面については、大きな事故の報告はありませんでしたが、前回定例会

以降、インフルエンザや新型コロナウィルスにより４校が学級閉鎖等をしてお

ります。 

 その他、２月２２日から、市議会第１回定例会が開催される予定です。 

 以上で私からの報告を終わります。 

 次に、各課・所・館から行事・事務事業報告をしていただきます。 

 今回も各地域の公民館長はテレビ会議システムを利用しての報告となります。 

 まず、教育総務課長、お願いします 

 

教育総務課長 

それでは、２ページを御覧ください。 

教育総務課は、４項目記載しております。 

３項目目ですが、委員の皆様には通知を差し上げておりますが、この定例会 

終了後、臨時会を開催いたします。この臨時会における説明員は事務局長のみと

なりますので、職員の皆様は本定例会終了後退席をお願い致します。 

４項目目ですが、明日２２日から、来年度予算案などを審議する大仙市議会 

定例会が始まります。来月１５日までの会期予定です。教育委員会関係の議案に

つきましては、この後の付議案件のところで担当課より説明させていただきま

す。 

続いて、お手元の資料ナンバー１をご覧ください。 

卒業式及び入学式への出席者案となっております。 

内容をご確認いただき、当日のご予定についてよろしくお願い致します。 

教育総務課は、以上です。 

 

伊藤教育長 

 次に、教育指導課長、お願いします。 

 

教育指導課長 

教育指導課は１３項目記載しております。 

教育長から報告いただきましたので、教育指導課からは１項目について報告いた

します。 

１１番の部活動地域移行検討委員会でありますが、２月５日の推進本部会議を 

受けて、来年度に向けて運営組織やマニュアル作成について、協議しました。運動部、

文化部それぞれの検討委員会で、４月開催の次回の会議までに原案を作成する事に

しています。 

教育指導課からは以上です。 

 

伊藤教育長 

 次に、施設管理課長、お願いします。 
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施設管理課長 

施設管理課からは、工事関係についてであります。 

記載の四ツ屋小学校昇降機改修工事につきましては、計画どおり今月２日に

完了しております。現在施工中の他の工事につきましても、引き続き安全で 

スムーズな施工に努めてまいります。 

以上でございます。 

 

伊藤教育長 

 次に、学校給食総合センター所長、お願いします。 

 

学校給食総合センター所長 

学校給食総合センターは、記載の 4項目となっております。 

2番の大仙市学校給食センター運営委員会では、令和 5年度の事業報告と令和

6年度の事業計画について審議していただきました。会議でいただましたご意見

ご助言は今後の給食センターの運営に活かしていきたいと思います。出席者は

１７人でした。 

３番の学校給食献立作成委員会及び学校給食物資選定委員会の出席者は２０人

の予定でしたが、当日の欠席があり、１９人でした。学校給食総合センターから

は以上です。 

 

伊藤教育長 

 次に、生涯学習課長、お願いします。 

 

生涯学習課長 

資料３ページをご覧願います。生涯学習課の行事は、記載の６項目となります。 

その内、３番ですが、第３６期竜王戦第６局大仙市運営協議会並びに実行委員会

を２月９日に開催しております。会では、これまで実施してきたイベント等を 

含む事業内容と実行委員会における決算のご報告をいたしまして、各委員から

ご承認をいただいております。今回をもちまして運営協議会・実行委員会は解散

となりましたが、現在も旧本郷家住宅の一般公開について期間を３月末まで 

延長して特別公開しているほか、藤井竜王の足跡巡りのポスター、チラシ、パネル

を作成するなど、アフターイベントを継続して実施しております。従いまして、

今回の決算額は見込みでご報告させていただいております。年度末をもって 

すべての事業が終了後、改めて書面にて決算額をご報告することとしておりま

す。今回の竜王戦関連事業をとおして、例えば旧本郷家住宅では、来客者が昨年

度と比較して大きく伸びていることや、今回勝負メニューに出展していただい

た各店舗様からは今回の竜王戦をキッカケとして、「売り上げが大きく伸びた」

ですとか、「忙しすぎて大変だ」などのお声も多くいただいておりまして、観光
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振興・地域活性化へ効果があったものと捉えております。今後、将棋という伝統

文化の継承はもちろんですが、市の観光振興・地域活性化にどう繋げていくか、

引き続き関係各課と協議してまいりたいと考えております。 

本日、委員のお手元に運営協議会時の資料・チラシを配布させていただいて 

おります。１２月５日、６日両日行ったイベントを主に内容をまとめた資料と 

なります。後ほど内容をご覧いただければと思います。 

生涯学習課からは、以上でございます。 

 

伊藤教育長 

 次に、総合図書館長、お願いします。 

 

総合図書館長 

総合図書館では１項目記載しております。２月１０日に開催されたおはなし会

では、絵本を通じて、ＳＤＧｓの理解を深めていただくことを目的とした読み 

聞かせや、エプロンシアターなどを実施し、たくさんの方に楽しんでいただきま

した。 

総合図書館からは、以上です。 

 

伊藤教育長 

 次に、総合市民会館長、お願いします。 

 

総合市民会館長 

 総合市民会館は、２項目記載しております。 

 ２番の秋田おばこ節全国大会につきましては、令和６年度は６月２日日曜日

に開催決定としております。 

以上でございます。 

 

伊藤教育長 

 次に、花館公民館長、お願いします。 

 

花館公民館長 

花館公民館は、5項目を記載しております。 

 ３つ目になります、小正月行事「川を渡るぼんでん」が２月１１日、１１町内

と市役所、地元企業が参加し、雄物川を船で渡り対岸の伊豆山神社へ奉納して 

おります。 暖冬により、これまで経験したことのないほど雪がない「ぼんでん」

となり、会場には前厄となります花館小学校昭和５９年会による振舞いや、地元

花館で誕生し、６０数年ぶりに復活栽培した米を使用したお酒の試飲・販売も 

行われ、来場者より大変好評を頂いております。花館小学校、全校児童が制作した

「ミニぼんでん」は、雪不足により、残念ながら会場に飾ることはできませんで



- 7 - 

 

したが、多くの町内ぼんでんと一緒に参加する小学生や中学生の姿も見受けら

れました。 

 花館公民館は以上です。 

 

伊藤教育長 

 次に、神岡中央公民館長、お願いします。 

 

神岡中央公民館長 

神岡中央公民館は５項目記載しておりますが、２の第２回野球盤交流大会に

ついて説明いたします。２月１８日、スポ少の活動休止日になっている第３日曜日

に第２回野球盤交流大会を開催いたしました。今回の参加チームは８チームで、

内訳は小学生が１１名大人が１０名の計２１名でした。この大会は年齢や性別、

体力や野球経験の有無に関係なく、誰でも参加できるものであるため、多様な 

交流機会の提供を目的に昨年度から開催しているものです。今回も下は６歳 

から上は４６歳までと幅広い年代から参加いただき、大人だけのチームも 

２チームあったため、年代を超えた良いコミュニケーションが図られたと考え

ており、今後も継続して開催していきたいと思っております。 

 神岡中央公民館からは以上です。 

 

伊藤教育長 

 次に、大綱交流館長、お願いします。 

 

大綱交流館長 

 大綱交流館では、5つの項目を記載しております。 

はじめに、大変申し訳ございませんが、資料の訂正をお願いいたします。5番

の強首地区公民館冬の講座「料理教室雛菓子づくり」に参加予定人数が記載され

ておりません。15 人参加予定でございますので、資料の訂正をお願いいたしま

す。 

 それでは、2番の国指定重要無形民俗文化財「刈和野の大綱引き」についてご

説明いたします。西仙北中学校 1、2年生が参加した綱のばし・小綱つけ作業の

頃までは曇り空でしたが、午後 6 時過ぎから雨やみぞれが降る最悪のコンデシ

ョンとなってしまいました。悪天候のため途中で帰る方がおりましたが、土曜日

ということもあり、前年を 200 人上まわる約 6,000 人が来場しております。 

午後 8時 59分に引き合いが始まり、一旦は五日町の下町が圧勝するかと思えま

したが、28 分間休むことなく引き合いを続けた結果、二日町の上町が勝利して

おります。上町が勝利すると米の値段が上がり、下町が勝利すると豊作になると

言われておりますので、今年は米の値段があがるという占いがでております。 

引き合い後、固く結びあった大綱は、雄綱と雌綱にほどかれ、浮嶋神社の境内に

奉納されております。500 年以上続くと言われている伝統行事を、たくさんの
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方々のご協力のもと大きな事故もなく無事に終えることができ、ほっとしてい

るところでございます。 

大綱交流館の説明は以上でございます。 

 

伊藤教育長 

 次に、中仙公民館長、お願いします。 

 

中仙公民館長 

 中仙公民館は、記載の 4項目です。 

2番の第３回芸文中仙編集会議ですが、大仙市芸術文化協会中仙支部が機関紙

として年 1 回発行している芸文中仙の原稿を確認し、３月発行予定としており

ます。 

中仙公民館は以上です。 

 

伊藤教育長 

 次に、協和公民館長、お願いします。 

 

協和公民館長 

協和公民館では９項目記載しております。 

７番の協和スノーフェスタについてですけれども、協和地域の学校のスキー

教室と関連しまして２月１３日までに無事終了することができました。そして、

スキー場は雪不足のため２月１６日をもって終了しております。 

協和公民館からは以上です。 

 

伊藤教育長 

 次に、南外公民館長、お願いします。 

 

南外公民館長 

 南外公民館は、６項目挙げさせていただいておりますが、 

３番の南外幼・小・中学校・公民館連携推進委員会並びに南外幼・小・中学校

連携部会は、2 月 13 日に南外小学校で行われております。会議では今年度の 

連携の状況と来年度の改善点について話し合われたほか、推進委員会では、来年

度から南外地域でもコミュニティスクールが始まることから、コミュニティ 

スクールについて情報交換しております。この、コミュニティスクールが始まる

ことで広く地域と連携した組織はできるものの、幼稚園や学校、公民館がより 

具体的な事柄を話し合い、意思疎通できる会は、これからも必要であり、今後も

この会を定期的に開催し、コミュニティスクールの体制づくりにも役立てて 

いく内容にすることを出席者で確認しております。 

４番・５番の南外民俗資料交流館見学は 2月 16日に横堀小学校、19日に藤木
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小学校の３年生が実施しており、資料には記載しておりませんが、29 日に南外

小学校も見学を予定しております。 

南外公民館からは以上です。 

 

伊藤教育長  

 次に、仙北公民館長、お願いします。 

 

仙北公民館長 

 仙北公民館 ５項目 挙げております。 

１番の、ゆきんこまつりについてです。先月の定例会でも報告させていただき

ましたが、払田の柵を会場にした冬まつりは、雪不足により中止となりました。

キッズ対象のゆきんこまつりについては、場所と時間を変更し、ふれあい文化 

センターで実施したものです。的あて・一本ボーリング・○×クイズ、自由に遊

べるコーナーを設置し、最後には福引をして楽しんでもらいました。子ども 94 人、

大人 86人の合計 180人の参加で、急な変更にもかかわらず多くの方に楽しんで

いただいたところです。やはり、このようなイベントを欲しているのだなと感じ

たところでありました。 

仙北公民館からは以上です。 

 

伊藤教育長 

 最後に、太田公民館長、お願いします。 

 

太田公民館長 

 太田公民館からは４項目掲載しております。 

１番の 太田の火まつりについてご説明いたします。太田の火まつりは、実行

委員会と大仙市の共催で行われました。事務局は市民サービス課になります。 

この事業は、地域の大切な小正月行事を後世に伝承しようと昭和 57年頃に町の

連合青年会がはじめたとの記録があり、今年で４２回目となる事業です。雪中 

田植え、紙風船上げ、天筆焼き、冬花火などが行われました。当日上げる、紙風

船は、地域学校協働活動事業の一環で、太田地域の認定子ども園から小学校、 

中学校、太田分校の児童生徒が、さまざまな願いを込めて紙風船を作成しました。

当日は天候にも恵まれ無事上げることができました。天候に恵まれことや、コロ

ナも落ち着いたことから、約４０００人と多くの方々よりご来場いただきまし

た。 

太田公民館からは以上です。 
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伊藤教育長 

 以上、各課・所・館から行事・事務事業報告をしていただきました。 

ただいまの報告につきまして、委員の皆様から御質問等ございましたら、お願い

いたします。 

 

各委員（特になし） 

 

伊藤教育長 

 よろしいですか。それでは、これで教育長報告を終わらせていただきます。 

 次に、付議案件に入ります。 

議案第１号「大仙市コスモス奨学基金条例の制定に関する臨時代理について」

を議題といたします。教育総務課長から説明をお願いします。 

 

教育総務課長 

それでは、議案第１号「大仙市コスモス奨学基金条例の制定に関する臨時代理

について」ご報告いたします。資料は７ページから９ページまでとなります。 

８ページをご覧ください。本案は、この条例案を議会に提案するに当たり、市長

から教育委員会の意見を求められましたが、教育委員会を開催する時間的余裕

がなかったことから、大仙市教育委員会教育長に対する事務の委任等に関する

規則第３条第１項の規定により教育長が臨時代理として事務処理をいたしまし

たので、同条第２項の規定によりこれを報告し、承認を求めるものであります。

９ページをご覧ください。本案は、経済的理由により大学等における修学に困難

がある者に対し、寄附金を財源とした給付型奨学金を支給することを目的とし

た「コスモス奨学基金」を設置するための条例を制定しようとするものでありま

す。なお、本基金の名称は、次代を担う子どもたちが、風雨に負けず美しく色と

りどりの花を咲かせるコスモスのように、困難な状況にあっても一際輝く存在

となり、豊かな人間性を備えた創造的な人材として活躍してほしいという願い

を込め、市の花であるコスモスを付してものであります。第１条は設置目的を 

定めております。第２条は基金の額について定めるもので、積み立てる額は、 

給付型奨学金に係る事業の財源に充てるために寄せられた寄附金の額として 

おります。第３条は基金の管理について定めるもので、基金に属する現金は、 

金融機関への預金、その他最も確実かつ有利な方法により保管することとして

おります。第４条につきましては、運用収益の処理の規定として、基金の運用 

から生じる預金利子などの収益については、予算に計上して本基金に繰り入れ

る旨を記載しております。第５条は、基金の処分について定めるものです。 

第１条の趣旨に沿った財源に充てる場合に限り処分、取り崩すことができる 

ものと記載しております。第６条は繰替運用について定めるもので、財政上、 

必要があると認めるときは、確実な繰戻しの方法や期間、利率を定めた上で、 

基金に属する現金を歳計現金に繰り替えて運用することができるものとして 
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記載しております。第７条は、この条例に定めるもののほか、基金の管理につい

て必要な事項、事務的なことについては、市長に委任する旨を記載しております。

施行日は、公布の日としております。 

以上、ご報告申し上げましたが、よろしくご承認の程、お願い申し上げます。 

 

伊藤教育長 

ただいまの説明につきまして、委員の皆様から御質問等ございませんでしょ

うか。 

 

小笠原委員 

 以前説明のありました、寄附金を使ってということだと思いますけれども、 

大仙市の奨学金ということで、認定するに当たって教育委員会はどのような 

立場になるのでしょうか。繰替運用は市長の権限で行うようですが、奨学生を 

認定するときには教育委員会の委員で認定するのでしょうか。 

 

教育総務課長 

 奨学生の認定に当たっては、これまでの貸与型の奨学金と同様に審査委員会

を開催して、地域の代表の方や中学校、高校の校長先生をメンバーとした委員会

の中で決定することとしております。今回の給付型奨学金についても、同じ 

メンバーの方々から審査をしていただくこととしております 

 

伊藤教育長 

 今回はあくまでも基金を創設するための条例制定ですけれども、今後の 

スケジュールを改めて教えていただけますか。 

 

教育総務課長 

 令和６年度から周知を図ることとしております。ホームページや各学校への

周知を図り、秋以降に対象となる方の募集を開始します。令和７年の４月か 

５月頃に審査委員会で該当者を認定するというスケジュールを予定しておりま

す｡ 

 

伊藤教育長 

 来年度は制度の周知、再来年度から実際に運用されることになります。いずれ、

具体が固まりましたら委員の皆様に情報提供いたします。 

 他にはございませんでしょうか。 

 

各委員（特になし。） 

 

 



- 12 - 

 

伊藤教育長 

 よろしいでしょうか。それでは、本案は報告のとおり承認することに御異議ご

ざいませんか。 

 

各委員（異議なし） 

 

伊藤教育長 

 ありがとうございます。それでは、御異議なしと認め、本案は報告のとおり 

承認することとします。 

次に、議案第２号「令和５年度大仙市一般会計補正予算（第１５号）案に関す

る臨時代理について」を議題といたします。教育総務課長から順に説明をお願い

します。 

 

教育総務課長 

 議案第２号「令和５年度大仙市一般会計補正予算（第１５号）案に関する臨時

代理について」ご報告いたします。資料は１０ページから１７ページまでとなり

ます。臨時代理として事務処理した理由は、前の議案と同様であります。 

１２ページをご覧ください。はじめに、教育委員会関係の一般会計補正予算案

概要についてご説明いたします。１０款教育費ですが、関係項目の補正前の額が

３９億２，７１４万円、補正額が１億５，０８８万３，０００円、補正後の額を

4０億７，８０２万３，０００円とするものです。補正額の内訳ですが、１項の

教育総務費は１億６０万２，０００円の補正です。２項の小学校費は４，８５９万

４，０００円の補正です。５項の社会教育費は、１６８万７，０００円の補正で

す。この後、各事業につきまして、所管する課から説明させていただきます。 

まず、教育総務課からとなります。資料１３ページを御覧ください。「教育文

化基金積立金」についてですが、昨年６月、大曲地域在住の方から、子どもの教

育に役立ててほしいと１０万円、そして同月、大阪市在住の西仙北地域出身の方

から、同じ理由での５０万円の寄附があったことから、合計６０万円を教育文化

基金に積み立てるものです。４ページを御覧ください。「大仙市学校施設再編整

備基金積立金」には、１億円と預金利子としての２，０００円を積立金として計

上しています。なお、令和６年度当初予算において、積立金１億円を計上してお

ります。今後は財政状況を見ながら、学校施設の新築・改築、あるいは大規模改

修に向けた積み増しを考えております。 

教育総務課の説明は、以上です。 
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施設管理課長 

続きまして、施設管理課所管分について、ご説明申し上げます。資料１５ページ

をお願いします。10 款 2 項 1 目 14 事業「学校施設改修事業費（小学校費）」に

つきましては、補正前の額３７，４３２千円に２９，１８３千円を増額補正し、

補正後の額を６６，６１５千円とするもので、財源内訳は、全額一般財源であり

ます。４のＡｃｔをご覧ください。この度の補正概要でありますが、神岡小学校

校舎は、建築後３０年以上が経過し、屋上防水の劣化により校舎全体に雨漏りが

発生し、たいへん危険な状況で早急に改善する必要があることから、工事費とし

て２９，１８３千円を補正予算計上し、全額繰越明許費の設定を行い、令和６年

度の早々に工事着手する計画であります。 

続いて、１６ページをお願いします。10款 2 項 1目 16事業「学校施設改修事

業費（国補正予算分）（小学校費）」についてであります。この事業は既存事業と

は別枠で、国の補正予算分として行う事業であり、補正額は１９，４１１千円で

あります。補正額の財源内訳は、国庫支出金が６，５３４千円、市債が 

１２，８００千円、一般財源が７７千円となっております。４のＡｃｔをご覧く

ださい。この度の補正概要でありますが、太田南小学校の高圧受電設備の劣化が

著しく、不具合が発生した場合、操作不能に加え、周辺一帯を停電させる恐れが

あることから、早急に改修する必要があり、国の令和５年度補正予算による補助

事業で実施するものであります。なお、改修に係る実施設計業務委託料と工事費

をあわせた１９，４１１千円を補正予算計上するもので、補正額全額について 

繰越明許費の設定を行い、令和６年度の早々に事業着手する計画であります。 

以上で、施設管理課所管分についての説明を終わります。 

 

生涯学習課長 

 続きまして、生涯学習課所管分についてご説明いたします。会議資料１７ 

ページとなります。１０款５項５目２４事業「ペアーレ大仙管理費」につきまし

て、１，６８６千円の補正であり、補正後の額を１６，１６６千円とするもので

あります。補正額の財源は全額一般財源となります。１．Ｐｌａｎをご覧くださ

い。当事業の目的ですが、市民の心身の健康保持増進に繋がる各種生涯学習講座

を開設するほか、自己の啓発や充実、生活の質向上などのための生涯学習活動が

行える場を提供することにより、市民の福祉向上を図るものであります。 

２．Ｄｏ、これまでの実績・成果ですが、ペアーレ大仙はこれまで指定管理者で

ありますＴＭＯ大曲との基本協定に基づき適正に管理運営することで、多くの

市民に安心して利用していただけるよう環境を整えてきております。添付の表

に記載の利用者数も一時期、新型コロナの影響もありまして、利用者数が減少い

たしましたが、令和４年度以降、徐々に回復傾向にあります。そうした中におい

て、３．Ｃｈｅｃｋ、問題と課題ですが、当施設は、平成１１年４月に国の独立

行政法人年金・健康保険福祉施設整理機構が設置し、その後、平成２０年１０月

に市が取得した施設であります。建築後、約２５年が経過し、施設の老朽化によ
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り定期的な修繕のほか、設備関係の突発的な修繕も年々増加している状況の中、

施設の利便性向上のため、さらなる利用促進や安全・安心な施設の管理運営が求

められております。４．ＡＣＴ欄をお願いします。はじめに今後の方向性ですが、

ペアーレ大仙は多様な講座を開設しながら中心市街地の活性化にも大きく貢献

しております。また、災害時の避難所として指定されていることからも、指定 

管理者制度を継続導入しながら、適正な施設の維持管理や新規利用者の獲得に

向けた広告宣伝活動を実施し、変化する利用者ニーズに対応した有効的な管理

運営に努めこととしております。今次の補正予算の事業概要ですが、原油価格の

高騰などに伴いまして、電気料及び燃料費が大幅に増加し、指定管理者から指定

管理料変更の申し出があったため、指定管理者基本協定書における指定管理料

の変更に基づきまして、今般、指定管理料を変更するものであります。現在、 

基本協定による指定管理期間は、令和５年４月１日から令和８年３月３１日ま

での３年間としておりますが、今次３月市議会定例会において、令和５年度分と

して電気料１，０３９千円、燃料費６４７千円、合わせて１，６８６千円の予算

を補正するものであります。なお、令和６年度及び令和７年度に係る指定管理料

につきましても、令和６年度当初予算において「ペアーレ大仙指定管理料（原油

価格高騰対策分）」として令和７年度までの債務負担行為の設定をさせていただ

いております。 

次に、生涯学習課所管の一般会計補正予算(案)のうち、今回事業説明書のない

事業について、ご説明いたします。申し訳ありませんが資料お戻りいただき１２

ページの予算書をご覧願います。１０款教育費、５項社会教育費の説明欄に記載

しておりますが、「花いっぱい運動経費」に係る補正であります。これは、花の

里づくり基金の預金利息分３円を基金へ積立てるため、予算の性質上、１千円と

して予算の補正をお願いするものであります。 

以上、生涯学習課の補正予算についてご説明申し上げましたが、よろしくご審

議のうえ、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

 

伊藤教育長 

ただいまの説明につきまして、委員の皆様から御質問等ございませんでしょ

うか。 

 

各委員（特になし。） 

 

伊藤教育長 

 よろしいでしょうか。それでは、本案は報告のとおり承認することに御異議ご

ざいませんか。 

 

各委員（異議なし） 
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伊藤教育長 

 ありがとうございます。それでは、御異議なしと認め、本案は報告のとおり 

承認することとします。 

次に、議案第３号「令和５年度大仙市学校給食事業特別会計補正予算（第４号）

案に関する臨時代理について」を議題といたします。学校給食総合センター所長

から説明をお願いします。 

 

学校給食総合センター所長 

 それでは、議案第３号「令和５年度 大仙市 学校給食事業特別会計補正予算

(第４号)案に関する臨時代理について」ご報告申し上げます。資料は、１８ページ

から２２ページとなります。臨時代理として事務処理しました理由については、

これまでの議案と同様であります。 

資料の２０ページをご覧願います。１款１項「給食事業費」補正額は、 

５，９７８万４千円となります。内容につきましては、資料の２１ページ事業説

明書をご覧願います。はじめに、学校給食事業特別会計１款「給食事業費」1２

事業「管理及び運営費」でありますが、補正額は１，０６４万３千円、すべて 

一般財源となります。補正予算の事業概要ですが、学校給食総合センターの高圧

気中開閉器更新と仙北学校給食センターのマイコンスライサーの交換修繕、 

また市内小中学校に設置されている保冷庫更新にかかる備品購入となります。

一つめの高圧気中開閉器の更新につきましては、保守点検で交換の指摘があり、

高圧気中開閉器が破損した場合、広域に停電が発生する可能性があることから、

総合センター周辺施設への影響が懸念されるため、早急に交換を行うものです。

二つめのマイコンスライサーの交換修繕ですが、現在故障により使用不可能と

なっており、調理員が手切りで対応しているため、調理時間の削減、労災防止の

ために交換修繕を行うものです。三つめの保冷庫の更新につきましては、市内全

小中学校に牛乳等を一時保存する保冷庫が設置されていますが、ほとんどが設

置から 20年以上経過しており修繕ができない状況となっています。安全な給食

提供のためには適正な温度管理を行う必要があることから、夏季前の導入に向

けて、今回小学校 14校、中学校 7校分の計 21台の更新を行うものです。 

続きまして、資料の２２ページをご覧願います。19 事業「東部学校給食センタ

ー改修事業費」でありますが、補正額は４，９１４万１千円、財源内訳は、国庫

支出金２０８万６千円、市債４，５４０万円、一般財源１６５万５千円となりま

す。こちらは、東部学校給食センターの調理場内の外気処理空調機と 排気ファ

ンの故障が判明し、食中毒発生リスクを考慮し、早急に改善する必要があること

から、改修工事を行うための実施設計業務委託費の補正について、第１１回教育

委員会定例会においてご承認いただき、また令和５年第４回定例会初日で議決

いただいております。今回は改修工事に関連する経費について、補正をお願いす

るもので、内訳としては、工事監理業務委託費１６７万円、設計監理業務委託費

１１万６千円、改修工事費４，７３５万５千円となっています。工期は、令和６年
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３月から 10月を予定しております。 

 以上、ご報告申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお

願い申し上げます。 

 

伊藤教育長 

ただいまの説明につきまして、委員の皆様から御質問等ございませんでしょ

うか。 

 

各委員（特になし。） 

 

伊藤教育長 

 よろしいでしょうか。それでは、本案は報告のとおり承認することに御異議ご

ざいませんか。 

 

各委員（異議なし） 

 

伊藤教育長 

 ありがとうございます。それでは、御異議なしと認め、本案は報告のとおり 

承認することとします。 

次に、議案第４号「令和５年度大仙市奨学資金特別会計補正予算（第１号）案

に関する臨時代理について」を議題といたします。教育総務課長から説明をお願

いします。 

 

教育総務課長 

 それでは、議案第４号「令和５年度大仙市奨学資金特別会計補正予算（第１号）

案に関する臨時代理について」報告いたします。資料は、２３ページから２６ 

ページまでとなります。臨時代理として事務処理した理由については、これま

での議案と同様です。資料２６ページを御覧願います。事業名は「奨学基金積

立金」です。補正前の額が５６８万３，０００円、補正額１，３８９万８，０００円、

補正後の額を 1,９５８万１，０００円とするものです。４．Ａｃｔの欄を御覧

ください。今回の補正は、奨学資金特別会計の預金利子、前年度繰越金、合わ

せて１，３８９万８，０００円を補正するものです。当初予算と合わせ１，９５８万

１，０００円を基金に積み立て、積立後の基金残高額は、１億２，１５０万円

余りとなります。 

以上、ご報告申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認くださいますよ

うお願い申し上げます。 
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伊藤教育長 

ただいまの説明につきまして、委員の皆様から御質問等ございませんでしょ

うか。 

 

各委員（特になし。） 

 

伊藤教育長 

 よろしいでしょうか。それでは、本案は報告のとおり承認することに御異議ご

ざいませんか。 

 

各委員（異議なし） 

 

伊藤教育長 

 ありがとうございます。それでは、御異議なしと認め、本案は報告のとおり 

承認することとします。 

次に、議案第５号「令和６年度大仙市一般会計予算案に関する臨時代理につい

て」を議題といたします。教育総務課長から順に説明をお願いします。 

 

教育総務課長 

 それでは、議案第５号「令和６年度大仙市一般会計予算案に関する臨時代理に

ついて」報告いたします。資料は、２７ページから２９ページまでと、別冊の「令

和６年度当初予算（案）事業説明書」になります。 

臨時代理として事務処理した理由については、これまでの議案と同様です。資

料２９ページを御覧ください。令和６年度の教育費、教育委員会関係予算の概要

になります。総額は３４億３６０万１,０００円、前年度比較３，５６２万７,０００円

の増で、前年度比１％の増となっております。１項教育総務費は、１３億 

２,６２８万４，０００円、前年度比較で１億９，７３２万４,０００円の増です。 

昇給に伴う職員人件費の増のほか、統合型校務支援システムの運用経費、大仙市

学校施設再編整備基金積立金などによるものです。２項小学校費は７億９，５８８万

８,０００円、前年度比較で６，９３７万９,０００円の増です。この主な要因と

しましては、小学校教科書の改訂年度に当たっていることなどによるものです。

３項中学校費は３億９，５８１万５,０００円、前年度比較で１，９０１万７,０００円

の減です。この主な要因としましては、施設改修費の減などによるものです。 

５項社会教育費は８億８，５６１万４,０００円、前年度比較で２億１，２０５万

８,０００円の減で、この主な要因としては、四ツ屋公民館の改築工事が終了し

たことによるものです。この後、主な事業につきまして所管ごとに説明いたしま

す。時間の関係上、事業説明書の中からピックアップしてご説明いたしますが、

説明した以外の事業についてもご質問いただければと思います。 
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はじめに、教育総務課所管分についてですが、事業説明書の１ページをご覧く

ださい。「奨学金返還助成事業費」につきましては、予算額５６３万２,０００円

で、前年度比較７６万８,０００円の増です。財源は、全て一般財源となってお

ります。１．Ｐｌａｎですが、本事業は、本市に移住・定住する若者を確保する

ことを目的とし、市が指定する各種奨学金、これには市の奨学資金も含まれてお

りますが、返還している者に対してその返還金の一部を助成しております。 

４．Ａｃｔをご覧ください。県では、１年間の返還実績額の２／３を３年間助成

する制度を実施しております。本事業は１／３を５年間助成するものであり、こ

れらを組み合わせると、限度額があるものの３年間は３／３の助成を受けるこ

とが可能となります。秋田県そして大仙市への若年層定住のための一助となっ

ているものとして、今後も継続していきたいと考えております。 

続きまして、事業説明書の２ページをご覧ください。「大仙市学校施設再編整

備基金積立金」につきましては、予算額１億円で、前年度比較５，０００万円の

増です。先ほど議案第２号でご説明致しましたが、本基金には令和５年度一般会

計補正予算により１億２，０００円を積立金として計上しております。４．Ａｃｔ

をご覧ください。児童生徒数の減少や施設の老朽化の状況を踏まえ、学校整備に

かかる将来の財政負担を軽減するために、今後も積み増しを図って参ります。 

教育総務課は以上です。 

 

教育指導課長 

教育指導課７ページから３１ページまでになります。説明の前に資料の訂正

をお願いします。事業説明書２５ページ、３Ｃｈｅｃｋ「理科教育設備整備費等

補助金交付要綱にある基準額の小学校理科１１，６３０円が千円が抜けていま

して１１，６３０，０００円に訂正をお願いします。 

それでは、事業説明書の７ページをご覧下さい。１０款１項２目１６事業、 

事業名は「教職員コンピュータ管理費」について説明させていただきます。令和

５年度の予算は、３９１４万５千円、令和６年度予算要求額は、６７５９万４千円、

２８４４万９千円の増となっております。財源は、全て一般財源からとなります。 

４Ａｃｔの令和６年度の事業の概要をご覧ください。統合型校務支援システム

運用経費として３１８４万８千円を計上しています。予算額の増減理由は、統合

型校務支援システム運用経費として小中学校３０校３１８４万８千円を要し、

パソコン関係のリース及び保守の賃貸料等が減額となるため、２８４４万９千円

の増額となります。 

事業説明書の１４ページをご覧下さい。１０款１項４目１６事業、事業名は

「小中学校芸術鑑賞事業費」について説明させていただきます。令和５年度の 

予算は、２８１万５千円、令和６年度予算要求額は、２９２万５千円と１１万円

の増となっております。財源は、全て一般財源からとなります。１のＰｌａｎに

ありますように、本事業の目的等は、児童生徒に優れた舞台芸術等の鑑賞機会を

提供し、豊かな情操の涵養を図るものであります。２Ｄｏ実績と成果ですが、 
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令和５年度は市内の小学６年生を対象に、劇団四季による無料公演を実施して

おります。４Ａｃｔをご覧ください。令和６年度の事業の概要ですが、新たに 

全中学生を対象としたわらび劇場でのミュージカル鑑賞を実施いたします。 

実施方法として中学校１０校を３グループに分け、１年に１グループ実施する

こととし、予算として観劇料・バス代で１７０万１千円を計上しております。 

事業説明書の１５ページをご覧下さい。１０款１項４目２０事業、事業名は

「通学路等安全確保事業費」について説明させていただきます。令和５年度の 

予算は、１９０万４千円、令和６年度予算要求額は、１８５万６千円と４万８千円

の減となっております。財源は、ふるさと応援基金繰入金からとなります。１の

Ｐｌａｎにありますように、中学校において、入学時に通学用ヘルメットを購入

する場合に購入費の一部を補助し、保護者の負担軽減を図るものです。２のＤｏ

実績と成果でありますが、平成３０年度から通学用ヘルメットの一部補助を実

施することで、生徒の登下校の安全を考え、新たにヘルメット着用を義務化する

学校が増えました。４のＡｃｔにありますように、物価高騰を踏まえ、補助額を

３００円増額していますが、生徒数が減少したため、４万８千円の減になってい

ます。 

事業説明書の１６～１７ページをご覧下さい。１０款１項４目２１事業、事業

名は「キャリア教育推進事業『総合的な学力育成』事業費⑦部活動指導員配置事

業について説明させていただきます。全体の令和５年度の予算は、３９３万７千円、

令和６年度予算要求額は、６５９万８千円と２６６万１千円の増となっており

ます。財源は、県支出金と一般財源からとなります。学校の働き方改革からの 

観点からの支援で、教員の部活動に係る時間の軽減を図るため、令和５年度部活

動指導員４名から６年度は１０名に拡充しております。Ｒ５年度の予算は 

１１９万９千円、Ｒ６年度の予算要求額は３１７万５千円で１９７万６千円の

増となっております。  

 以上で、教育指導課所管分の説明を終わります。 

 

施設管理課長 

続きまして、施設管理課所管分についてご説明申し上げます。事業説明書２ペ

ージをご覧ください。10款 2項及び 3項 1目 11事業「学校施設管理費（小・中

学校費）」についてであります。予算額は４０６，９７５千円で、令和５年度と

比較して９，６３５千円の増額となっております。１のＰｌａｎにあります本事

業の目的及び目標達成に向けた取組として、２のＤｏこれまでの実績と成果に

記載のとおり、必要な事業について適正に実施し、円滑な学校運営に寄与してお

ります。４のＡｃｔ今後の方向性でありますが、市政評価においても、学校再編

の推進や施設老朽化に伴う施設整備への市民ニーズは非常に高く、在籍する児

童生徒が安心して学習できる環境整備に向け、適切な施設管理を継続して行っ

ていく必要があります。令和６年度事業の概要につきましては、記載の①から④

の事項について円滑に進めていくものであり、予算額の増額理由としましては、
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委託料において、令和元年度に整備・設置した小学校普通教室の空調設備に係る

保守管理業務委託が新たに発生することに加え、従来の業務についても人件費

単価の上昇などによる増額のほか、机・椅子などの学校備品の購入を計画してい

ることなどが主な理由であります。小学校費と中学校費の内訳は記載のとおり

であり、財源内訳については、その他の自動販売機の電気料収入が小学校費 

６５３千円・中学校費２３８千円、あわせて８９１千円、それを除く 406,084千円

が一般財源となります 

次に、３３ページをお願いします 10 款 2 項及び 3 項 1 目 12 事業「校舎等維

持補修費（小・中学校費）」についてであります。予算額は６４，４６７千円で、

令和５年度と比較して１５，９９０千円の増額となっております。１のＰｌａｎ

本事業の目的及び目標達成に向け、２のＤｏこれまでの実績と成果のとおり、学

校施設・設備等の修繕・補修を早急に実施し、安全安心な学校生活の提供に努め

ております。４のＡｃｔ今後の方向性でありますが、市政評価においても、市民

ニーズは非常に高く、在籍する児童生徒が安心して学習できる環境整備に向け、

適切な維持管理・補修等を継続して行っていく必要があります。令和６年度事業

の概要につきましては、学校施設及び設備等の修繕にあたり、その破損程度を見

極めながら適切に実施していくもので、予算額の増額理由としては、施設の老朽

化に伴う施設・設備等の修繕箇所の増に加え、昨今の資材高騰の影響などが主な

理由であります。小学校費と中学校費の内訳は記載のとおりであり、財源内訳に

ついては、その他の公共施設適正管理基金繰入金が小学校費４２，５８２千円、

中学校費２０，１０６千円、あわせて６２，６８８千円、それを除く１，７７９千円

が一般財源となります。 

最後に、３４ページをお願いします。10款 2 項及び 3項 1目 14事業「学校施

設改修事業費（小・中学校費）」についてであります。予算額は６，５９９千円

で、令和５年度と比較して６０，０６０千円の減額となっております。１の 

Ｐｌａｎ本事業の目的及び目標達成に向け、２のＤｏこれまでの実績と成果の

とおり、定期的に学校施設の改修を実施し、学校施設環境の整備を図ることで学

校生活の利便性向上に寄与しております。４のＡｃｔ今後の方向性であります

が、令和６年度事業の概要につきましては、大曲中学校管理棟テラス防水改修工

事を実施し、雨漏りの解消を図ることとしており、予算額減額の理由としては、

各小中学校からの要望内容を精査した結果、部分的な修繕で当面は危険を回避

できる内容のものが多く、先ほどの校舎等維持管理補修費により実施すること

に加え、大規模改修事業として優先実施すべき工事については、３月補正予算に

前倒しして予算要求したことなどが主な理由であります。小学校費と中学校費

の内訳は記載のとおりで、財源内訳については、その他の公共施設適正管理基金

繰入金が中学校費５，５９９千円、それを除く１，０００千円が一般財源となり

ます。 

以上で、施設管理課所管分の説明を終わります。 
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生涯学習課長 

続きまして、生涯学習課所管分についてご説明いたします。はじめに、事業説

明書３７ページをご覧ください。１０款５項１目１４事業「大仙アカデミー開催

事業費」につきまして、令和６年度の予算額は、１，２９０千円を計上し、前年

度と比較して８７千円の減となっております。財源はすべて一般財源でありま

す。１．Ｐｌａｎ当事業の目的ですが、市民が市民同士のつながりや絆を再認識

し、まちづくりへ積極的に参画するための学びの場として、「市民が主役のまち

づくり講座」を開催し、市全体を元気にしようとするものであります。目標とし

ては、令和６年度も年３回開催したいと考えております。２．ＤＯ．実績と成果

および３．Ｃｈｅｃｋ.問題と課題ですが、記載のとおりでございまして、説明

は割愛させていただきます。４．Ａｃｔ欄をご覧願います。今後の方向性ですが、

先にご説明しました目的達成のため、令和６年度以降は、ジャンルを問わず、 

市役所内各部局におけるアピールポイント・課題などを演題とした講演会を行

い、例えば市の強みですとか逆に弱みだったり、そうした部分を市民と行政が 

共通認識することで、開かれた行政、市民協働のまちづくりにつながるきっかけ

に出来ればと考えております。そうしたことも踏まえ、Ａｃｔ欄の下段、令和６年度

事業の概要ですが、これまでは生涯学習課が開催時期も含め総合的に企画・準備

をすすめてまいりましたが、令和６年度以降は、視野を広く、様々な分野で市民

と一緒に学べる機会を提供するため、例えば、開催時期に応じてテーマを定め、

その関連部局が主体的にそのテーマに沿った事業内容を企画・立案し、生涯学習

課と連携のもと年間をとおして事業展開できるような仕組みづくりを構築して

まいります。 

次に、事業説明書４０ページをご覧ください。１０款５項２目１３事業「学校・

家庭・地域連携総合推進事業費」につきましては、令和６年度予算に４，１５３千円

を計上し、前年度に対し、４９千円の増となっております。財源に、県支出金と

して「学校・家庭・地域連携総合推進事業費補助金」２，５８６千円を充てるも

のであります。１．Ｐｌａｎの事業の目的でありますが、本事業は、少子高齢化

など時代の変化に伴い学校と地域の課題が複雑化・多様化する中で、子ども達の

人間力の育成と地域の方々が主体的に地域活動に参画できるような機会の創出

を推進するため、学校と地域がいっしょになって地域の教育力を高めるために

実施するものであります。目標としては、地域の教育力向上のため、令和９年度

まで全地域へのコミュニティ・スクール導入を目指し体制を整えることとして

おります。２．Ｄｏの欄には、令和５年度の実績と成果を記載しております。 

令和５年度の主な実績ですが、地域学校協働活動については新規の推進員が 

加わるなど活性化が図られたほか、コミュニティ・スクールについて、モデル地域

として令和４年度に先行導入した太田地域に続き、令和５年度には協和・西仙北

両地域でも導入され、地域学校協働活動との一体的な推進が図られております。

次に３．Check欄の問題と課題ですが、現在、地域学校協働活動本部を大曲地域
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以外は各地域総合公民館、大曲地域は３つの中学校に配置し、その事務局も担って

いただいておりますが、今後、繋がりづくりのネットワーク化をより強固にする

ために大曲地域もほかの地域同様に公民館がその役割を担えるよう、その体制

を整備する必要があると考えております。次に４．Act 欄をご覧願います。 

はじめに、令和５年度市民による市政評価の調査結果が公表されましたが、今後

更に推進すべき取組のうち教育・交流分野を見ますと、当事業の施策となる内容

の項目が第１位、第３位、第５位、第７位と上位に挙がっておりました。この 

結果から、まさに、当事業の重要度が高いことの表れと捉えておりまして、今後、

更に地域学校協働活動と学校運営協議会の双方が両輪となって機能を果たし 

ながら、学校と地域の更なる連携・協働を推進していく必要があると認識したと

ころであります。そうした事を踏まえ、令和６年度事業の概要となりますが、 

①番として、令和６年度も地域学校協働活動の更なる充実を図ることとして 

おります。事業説明書４１ページから４３ページには来年度各地域で実施が予

定されている取組を表にまとめております。それぞれ各地域の特色を生かした

事業を展開する予定であります。内容の詳細についての説明は割愛させていた

だきますので、後程、ご覧いただければと思います。次に、②番として、コミュ

ニティ・スクールの導入であります。資料には今後のスケジュールを表にまとめ

てございます。ちょっと文字が小さく見えづらい部分もあるかと思いますが、 

令和６年度は神岡・南外の両地域への導入を予定し、現在準備を進めているところ

でございます。このコミュニティ・スクールの実施により、学校運営に地域住民

が合議体として参画しながら、地域と学校が共通した目標やビジョンのもとで、

地域学校協働活動の更なる活性化と連携強化が図られるものと期待しておりま

す。 

続きまして、事業説明書４７ページをご覧ください。１０款５項３目２１事業

「四ツ屋公民館改築事業費」についてご説明いたします。当事業の令和６年度 

予算額は１３９，０３６千円で前年度と比較して３４６，０４７千円の減となって

おります。財源内訳ですが、市債に１３０，９００千円、その他、こちらは公共

施設適正管理基金繰入金となりますが１，９９１千円を充当し、残りは一般財源

となっております。１．Ｐｌａｎの目的ですが、四ツ屋公民館は築４０年以上が

経過した施設でありまして、経年劣化により運営コストが年々嵩んできている

ことや、耐震補強対策も必要なことから改築するものであります。新たな施設は

生涯学習施設のみならず、防災拠点の役割を担うほか、地域住民が寄り添い、 

時代のニーズに対応可能な地域の拠点施設として令和６年度中の事業完了を 

目指すものであります。２．Ｄｏ欄の実績と成果ですが、「四ツ屋地区コミュニ

ティ会議」「四ツ屋地区新しいまちづくり推進プロジェクト委員会」から提出の

あった「四ツ屋地区地域ビジョン(平成 28 年 3 月)」の方向性を尊重し、令和 

４年度から本体工事等を進め、令和５年１０月には新公民館がオープンしてお

ります。なお、現在は令和５年度から令和６年度までの継続事業として旧四ツ屋

公民館の解体工事に着手しておりまして、そちらの工事も順調に進捗しており
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ます。 

３．Ｃｈｅｃｋ欄、問題・課題につきましては記載のとおりでありまして、説明

は割愛させていただき、４．Ａｃｔ欄をご覧願います。今後の方向性ですが、 

これまで以上に地域住民の生涯学習活動の場や社会教育活動の場として新公民館

を活用していただきながら、学校と地域の連携や地域住民同士のコミュニティ

機能の強化に努めていきたいと考えております。そうした方向性のもと、令和 

６年度事業の概要ですが、資料のスケジュール表に記載のとおり、令和５年度か

らの継続事業となります旧公民館の解体工事として３８，５９１千円、それから

防災備品、公民館備品、催事・イベント関連備品などを収納する倉庫の新築工事

として３４，０３２千円、駐車場などの外構工事として６５，２５２千円のそれ

ぞれの工事に着手する予定であり、令和６年９月中にはすべて工事が完了し、 

１０月上旬のグランドオープンを目指してまいります。 

続きまして、事業説明書４９ページをご覧ください。１０款５項５目１９事業

「八乙女交流センター管理費」についてご説明いたします。当事業の令和６年度

予算額は３５，３２０千円で前年度と比較して１０，８３０千円の増となってお

ります。財源内訳ですが、八乙女交流センター及び八乙女温泉さくら荘使用料 

１１，４８１千円、公共施設適正管理基金繰入金 572千円の合計１２，０５３千円

をその他財源として計上し、残りは一般財源となっております。１．Ｐｌａｎ、

当施設を管理運営する目的ですが、大仙市民の交流及び学習の場を提供し、社会

教育振興並びに心身の健康増進を図ることを目的としておりまして、適正な 

維持管理を行い、施設の利便性と安全性を高め、利用促進に努めながら、年間

35,000 人以上の施設利用者数を目標としております。２．ＤＯ実績と成果です

が、当施設は平成 21年度から指定管理者制度を導入し、野球場やテニスコート

など隣接するスポーツ施設との一体管理により効率的に運営を行ってまいりま

した。宿泊機能も有した施設であることを活かし、スポーツ合宿等での団体利用

もコロナの影響を受け、近年は落ち込んでおりますが、コロナ禍前は盛んであり

ました。また、令和２年度からは、八乙女温泉さくら荘が八乙女交流センターへ

機能集約したことで、市民の健康増進にも寄与している施設となっております。

３．Ｃｈｅｃｋ欄の問題・課題ですが、1つ目として、令和５年度まで指定管理

者制度を導入して運営を継続してまいりましたが、令和６年度以降の指定管理

者を公募したところ、応募者がおりあせんでしたので、令和６年度から市直営施

設としてスタートする予定であります。２つ目が、平成１９年度に大規模改修を

実施したものの、それから１５年が経過し、経年劣化による不具合箇所が各所に

見られ、修繕費も増加しております。３つ目として、令和２年度、八乙女交流 

センター後方が土砂災害特別警戒区域として県から指定されておりまして、 

有事への対応を含め、施設の今後の在り方について早急に検討する必要がある

と考えております。４．Ａｃｔ欄となりますが、今後の方向性として、先ほども

ご説明いたしましたが、令和６年度から市直営となりますので、野球場とテニス

コートも含め、これまでの指定管理者からしっかりと業務を引継ぎ、施設の管理
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運営に努めながらサービスの提供を継続してまいりたいと考えております。 

４．ＡＣＴ欄下段、令和６年度事業の概要ですが、各施設の管理費としての令和

６年度予算額は表に記載のとおりであります。当課といたしましては、今後も 

市民サービスの低下を招かぬよう施設の管理・運営に努めながら、多様化する 

市民ニーズの把握と土砂災害の警戒区域に指定されたことも含め、今後の運営

方針について関係各課と協議を進めてまいりたいと考えております。 

生涯学習課所管分は以上となります。 

 

総合図書館長 

 続いて、総合図書館所管分について、ご説明いたします。資料は、事業説明書

５２ページをご覧ください。１０款５項４目９９事業「子ども読書活動推進事業

費」についてご説明いたします。予算額は７７４千円、令和５年度と比較して 

１３６千円の減額となっており、財源は基金繰入金です。減額理由は、事業の 

一つであるブックスタート事業で使用しているブックスタートセットの購入見

込み数が、出生数の減少にともない減ったことと、ポスター印刷などの印刷製本

費の削減によるものです。１の目的ですが、この事業は、第 3次大仙市親と子の

夢を育む読書活動推進計画に基づき、大仙市の子どもが本に親しみ、読書意欲を

高め、生涯にわたる読書習慣を培うため、家庭や地域、学校、図書館などが連携・

協力して読書活動を推進することを目的として実施するものです。２のこれま

での実績と成果ですが、赤ちゃんから児童・生徒、その保護者まで幅広い年代へ

の読書推進活動として、ブックスタート事業、だいせん読書の日における読書活

動の推進、子ども読書通帳事業の 3事業を事業の柱として実施して参りました。

令和４年度の実績等は記載のとおりです。３の問題と課題については、令和４年

度全国学力・学習調査の結果では学校の授業時間以外普段読書を全くしない 

割合が大仙市では小学生で２４．４％、中学生では２１％という結果となってお

り、全国の数値よりは低いものの２０％以上の児童生徒が本を全く読んでいない

状況にあります。こういったことを踏まえ、４の今後の方向性につきましては、

未来を担う子どもたちの読書意欲向上、読書に親しむ習慣づくり推進のため、 

今後も読書活動推進計画に基づき、この事業を継続実施していく必要を感じて

おります。令和 6 年度の事業概要につきましては、現在実施している 3 事業を

引き続き実施する予定としております。 

以上で、総合図書館所管分の説明を終わります。 

 

総合市民会館長 

総合市民会館所管分についてご説明いたします。事業説明書は 5７ページをご覧

ください。大仙市音楽祭開催経費につきまして、予算額 5,000千円、前年度比較

1,527 千円の増額であります。財源内訳のその他収入 1,500 千円につきまして

は、入場料収入となります。１番Ｐｌａｎとしまして、音楽のまち大仙として 

長年にわたり育んできた伝統と財産を、市民により身近なものとするため、 
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「ひとづくり、きずなづくり、まちづくり」をコンセプトとした市民参加型音楽祭

を開催して、音楽に触れ合うことのできる機会を提供することを目的としてお

ります。４番アＡｃｔとしまして、音楽のまち大仙として多くの市民が関わり、

多くの市民が楽しめる音楽祭にするため、実行委員会が主体となって検討した

プログラムを実施していく必要があり、令和６年度は、昨年度実施した内容に基

づき、引き続き好評であった横濱音泉倶楽部を核とした「大仙市音楽祭 2024」

を予定しております。内容でありますが、ゲストや演奏人数を増やし、グレード

アップしたコンサートを実行委員会が企画検討しております。11 月９日土曜日

には、公募による市民の音楽会、夕方より「横濱音泉倶楽部」による「大人の 

ジャズコンサート」を実施予定であります。翌 10日日曜日は、昨年度も好評で

ありました「０歳からのジャズコンサート」を行う予定でおります。「横濱音泉

倶楽部」はプロの音楽家・音楽講師などで構成され、教育活動や地域振興活動か

ら始まり、現在は幅広い演奏活動をしているビックバンドであります。音楽祭の

フィナーレは、12 月 1 日に開催の「大いなる秋田」大演奏会をおこなう予定で

あります。 

総合市民会館所管分は以上となります。 

以上ご説明申上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い

申し上げます。 

 

伊藤教育長 

ただいまの説明につきまして、委員の皆様から御質問等ございませんでしょ

うか。 

 

伊藤委員 

事業説明書の１５ページ、通学路等安全確保事業費について、ヘルメットの着

用を義務化している学校と義務化していない学校があると捉えておりますけれ

ども、来年度購入予定の入学予定者分５００人というのは自転車通学する方を

想定した数値なのか教えてください。 

 

教育指導課長 

 ５００人という数値につきましては、大仙市内の中学校の全入学者数の見込

みであります。 

 

小笠原委員 

事業説明書の 12ページ、大仙グローバルジュニア育成事業費について、これ

からのグローバルな子ども達たちを育てようという意図があると思いますが、

かつて行っていたオーストラリア派遣のような、国際交流的な事業を復活させ

るというような考えは今の時点ではあるものでしょうか。これがまず一点目で

す。 
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二点目として 17 ページ、キャリア教育の中から障がい者スポーツ体験教室。

主に大曲西中学校で実施されてきたと思いますが、確かに規模とか時期で調整

難しいんでしょうけれども、人権教育として非常に大事なところなので、いくら

かでも他の地域でも広げられるような取り組みをしていただければありがたい

なと思います。 

それから 29ページ、医療扶助費について、学校病の治療が援助対象となって

いますが、本来、大仙市の子ども達は医療費ただですよね。この学校病の治療と

いうところはどういうことを指すのか、教えていただければありがたいなと思

います。 

そして、48ページと 49ページ、生涯学習課ですけれども、お話しできる範囲

で構いませんが、花館公民館の改築事業は何年頃を目標にして、あそこは用地も

狭いんですけれども、用地もどこか考えているところがあるのか、お話しできる

範囲でお願いします。それから、もう一つは、八乙女交流センターが所管課が分

かれるというわけですけれども、当然考えているとは思うのですが、窓口は一つ

にして当たるのかなと。利用者の利便性を考えると、今まで一箇所でやってきた

のが、所管課が変わったので受付は分かれると大変不便なのかなっていうこと

をちょっと考えました。 

 

教育指導課長 

一点目の大仙グローバルジュニア育成事業の国際交流について、現在往来は

行っておりませんが、事業を中止した経緯を精査して参りたいと思います。 

二点目の人権ユニバーサル事業につきましては、大曲西中学校で続けており

ますけれども、御意見を承って広げていきたいと思います。 

医療扶助費につきましては、大仙市の子ども達は医療費が無料となっており

ますが、就学援助を受けている世帯については、国の補助金が該当となるため 

予算措置されているものです。 

 

生涯学習課長 

生涯学習課関連分について、花館公民館改築事業費につきましては、令和４年度

に基本計画を策定しまして準備を進めておりましたが、国の方から公民連携で

民間活力を活用した新たな手法を導入した工事が出来ないかという話がありま

して、ＰＰＰ、ＰＦＩが導入可能かの調査をする業務委託費を予算計上したもの

であります。国の資料を見ますと、導入まで２年、３年くらい導入まで期間を 

要するということでありまして、大仙市としても前例がないことから、今回の 

調査業務委託以外にも色々と研究しながら進めて参りたいと考えております。

いずれ、実際に導入した際は、それ以降の工事着手となりますので、具体的に 

何年後とお示しできませんけれども、施設も老朽化しておりますので可能な 

限り早い段階で進めることが出来ればと考えております。 

 そして、八乙女交流センターにつきましては、今年から直営になるということ
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で、管理がスポーツ振興課と生涯学習課に事務的な部分ですけれども予算的に

分かれると説明いたしましたが、現在も公民館の方が兼任という形でスポーツ

振興課の業務を担っておりますので、指定管理者から市の直営となっても状況

的には大きく変わらないことから、市民サービスの低下繋がる部分はないと 

認識しているところであります。 

 

伊藤教育長 

 オーストラリア派遣につきましては、コロナの影響もあって中止になったと

伺っております。一方で、できるだけたくさんの子ども達に、実際の英語を外国

の方と触れあって欲しいとの狙いもありまして、大仙イングリッシュ・デーを夏

休みに開催しております。交流センターでＡＬＴやＣＩＲが総動員で子ども達

がたくさん集まり、英語を通して様々な活動をしております。オーストラリアは

ごく限られた人数でしたけれども、イングリッシュ・デーはより多くの子ども達

が広く外国文化に触れられますので、方向性としては広げたというように捉え

ておりますので、少しこの状況を見極めながら今後の状況については検討して

いきたいと思います。 

 他にはございませんでしょうか。 

 

各委員（特になし。） 

 

伊藤教育長 

 よろしいでしょうか。それでは、本案は報告のとおり承認することに御異議ご

ざいませんか。 

 

各委員（異議なし） 

 

伊藤教育長 

 ありがとうございます。それでは、御異議なしと認め、本案は報告のとおり 

承認することとします。 

次に、議案第６号「令和６年度大仙市学校給食事業特別会計予算案に関する臨

時代理について」を議題といたします。学校給食総合センター所長から説明をお

願いします。 

 

学校給食総合センター所長 

 それでは、議案第６号「令和６年度大仙市学校給食事業特別会計予算案に関す

る臨時代理について」ご報告申し上げます。資料は、３０ページから３２ページ、

また事業説明書は３５ページとなります。臨時代理として事務処理しました 

理由については、これまでの議案と同様であります。事業説明書の 35ページを

ご覧願います。「学校給食事業特別会計」です。令和 6年度当初予算額は、11億
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5，369 万 9 千円で令和 5 年度と比較し、1 億 233 万 9 千円の増となっておりま

す。財源の内訳は、市債 2，770 万円、その他 給食費納付金等が 3 億 742 万 

3 千円、一般財源 8 億 1，857 万 6 千円となっております。本事業は、大仙市内

の児童生徒に安全安心な学校給食を提供し、学校給食の充実及び食育の推進を

図ることを目的とし、平成２６年に総合センターにおいて、衛生管理体制の強化

のため、秋田県食品自主的衛生管理認証を取得、その後全センターで取得するこ

とにより、HACCPに基づいた徹底した衛生管理のもと、学校給食を提供しており

ます。４．Act欄今後の方向性についてですが、令和８年度からの３センター体

制に向け無駄のない効率的な運営に努めるとともに、令和６年度は食材費高騰

による給食費改定を行うこととしています。給食費については、長期にわたる 

食材費の高騰により給食献立への影響が出始めているため、児童生徒、教職員も

含め、給食費を一律 40円値上げする予定です。ただし、令和 6年度は保護者の

負担を軽減するため、児童生徒の値上げ分については保護者に負担を求めず、 

一般会計繰入金で補填することとしています。次に、令和 6 年度の事業の概要

についてですが、令和 6 年度の給食の提供予定食数は、１０５万３，０９０食

で、人数としては５，４６３人分となっています。令和５年度と比較し、１８８人

減少しています。提供日数については、昨年度同様１９０日となっています。 

次に、予算内訳についてですが、全体分１億８，３４６万８千円は、職員人件費、

公債費、予備費となっています。総合センター分、学校給食センター運営委員 

報酬、給食材料費、車両費、管理及び運営費、大仙市学校給食協会への調理運搬

業務委託経費の計７億６，７６２万８千円となっていますが、こちらには各セン

ターの大型備品の修繕費や施設の工事費、給食配送車３台の更新にかかる経費

も含まれています。西部学校給食センターの、給食材料費、車両費、管理及び 

運営費の計が、８，４７５万５千円、東部学校給食センターの計が６，４６８万

５千円、仙北学校給食センターの計が５，３１６万３千円となっており、合計 

１１億 5，369万 9千円となっております。予算総額前年比１億２３３万９千円増

となった理由ですが、設備等の修繕増加に加え、大型ボイラーや配送車といった

大型備品の更新時期が重なったことや、長期にわたる食材の高騰による給食 

材料費の増、また、給食協会の人材確保の対応策としての待遇改善による委託費

の増が主な理由となっています。 

 以上、ご報告申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお

願い申し上げます。 

 

伊藤教育長 

ただいまの説明につきまして、委員の皆様から御質問等ございませんでしょ

うか。 

 

各委員（特になし。） 
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伊藤教育長 

 給食費の値上げは行うものの、値上げ分については保護者負担を求めないと

いうことで予算を組んでおります。 

 よろしいでしょうか。それでは、本案は報告のとおり承認することに御異議ご

ざいませんか。 

 

各委員（異議なし） 

 

伊藤教育長 

 ありがとうございます。それでは、御異議なしと認め、本案は報告のとおり 

承認することとします。 

次に、議案第７号「令和６年度大仙市奨学資金特別会計予算案に関する臨時代

理について」を議題といたします。教育総務課長から説明をお願いします。 

 

教育総務課長 

 議案第７号「令和６年度大仙市奨学資金特別会計予算案に関する臨時代理に

ついて」報告いたします。資料は３３ページから３５ページまでとなりますが、

説明は事業説明書で行います。６ページをご覧ください。臨時代理として事務処

理した理由については、これまでの議案と同様です。奨学資金特別会計の令和 

６年度予算額は２,１１７万５,０００円で、５年度と比較して４０２万４,０００円

の減です。財源の内訳につきまして、その他として１，９８７万８,０００円と

なっておりますが、これは、主に奨学資金貸付金の償還金、元金収入等でありま

す。また、一般財源の１２９万７,０００円は、ふるさと就職者償還免除制度の

適用を受ける方が、令和６年度は延べ７名が該当すると見込まれることから、そ

の免除相当額をふるさと応援基金から補填するという形で一般会計から繰入れ

いたします。４．Ａｃｔをご覧ください。令和６年度は、合計で１，８５３万円

の貸付を予定しております。新規貸付予定人数を、大学生等が２０人、高校生が

１０人とし、また、令和３年度から令和５年度までに既に認定された大学生等 

１２人の合計４２人が対象となります。また、特別奨学金は大学生等が１０人、

高校生が５人を予定しております。次に、事務費として４万５,０００円、奨学

基金積立金として２６０万円を計上しております。これは、令和６年度中に見込

まれる収入から支出を差し引いた分となります。下段、今後の方向性といたしま

して、議案第１号で新たな奨学金の創設を目的とした「コスモス奨学基金条例」

案についてご説明致しましたが、将来返還する必要の無い給付型奨学金として、

令和６年度からの周知と募集、令和７年度からの給付開始を進めたいと考えて

おります。この２つの奨学金制度を有効に活用して、大仙市の若者が自らの将来

の可能性を大きく広げることができるよう、応援していきたいと考えておりま

す。 

以上、ご報告申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認くださいますよ
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うお願い申し上げます。 

 

伊藤教育長 

ただいまの説明につきまして、委員の皆様から御質問等ございませんでしょ

うか。 

 

各委員（特になし。） 

 

伊藤教育長 

 よろしいでしょうか。それでは、本案は報告のとおり承認することに御異議ご

ざいませんか。 

 

各委員（異議なし） 

 

伊藤教育長 

 ありがとうございます。それでは、御異議なしと認め、本案は報告のとおり 

承認することとします。 

 次に、議案第８号「大仙市教育委員会公印規則の一部を改正する規則の制定に

ついて」を議題といたします。教育総務課長から説明をお願いします。 

 

教育総務課長 

 それでは、議案第８号「大仙市教育委員会公印規則の一部を改正する規則の制

定について」ご説明いたします。資料の３７ページ及び別添資料ナンバー２を 

ご覧ください。辞令等を交付する際の任命権者の公印については、新人事給与 

システムの導入に伴い、システムに取り込んだ印影を印刷して使用することに

なりますが、大仙市教育委員会公印規則には、印影の印刷に関する規定がないこ

とから、条文を追加するとともに、公印管理者の「教育長」を「教育委員会事務

局長」に改めるものであります。施行日は公布の日としております。 

以上、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の程、お願い申し上げます。 

 

伊藤教育長 

ただいまの説明につきまして、委員の皆様から御質問等ございませんでしょ

うか。 

 

各委員（特になし。） 

 

伊藤教育長 

 よろしいでしょうか。それでは、本案は原案のとおり改正することに御異議ご

ざいませんか。 
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各委員（異議なし） 

 

伊藤教育長 

 ありがとうございます。それでは、御異議なしと認め、本案は原案のとおり 

改正することとします。 

次に、議案第９号「大仙市学校給食センターの設置及び管理に関する条例施行

規則の一部を改正する規則の制定について」を議題といたします。学校給食総合

センター所長から説明をお願いします。 

 

学校給食総合センター所長 

 それでは、議案第９号「大仙市学校給食センターの設置及び管理に関する条例

施行規則の一部を改正する規則の制定について」 ご説明申し上げます。 

資料は、３８ページから３９ページ、また資料ナンバー３の新旧対照表となり

ます。本案は、給食費改定に伴い、大仙市学校給食センターの設置及び管理に関

する条例施行規則の整理を行うものであります。資料ナンバー３の新旧対照表 

５ページをご覧願います。附則に「令和６年度における給食費の１日当たりの基

準額の特例」の一項を追加し、次のページの別表小学校の部児童の項及び職員の

項中「２７０円」を「３１０円」に改め、同表中学校の部生徒の項及び職員の項

中「３００円」を「３４０円」に改めるものです。別表の基準額を「３１０円」

と「３４０円」に改めますが、附則４により、令和６年度の児童生徒の保護者の

負担は児童「２７０円」、生徒「３００円」とし、施行期日は､令和６年４月１日

からとしております。 

 以上、ご説明いたしましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますよう､お

願い申し上げます。 

 

伊藤教育長 

ただいまの説明につきまして、委員の皆様から御質問等ございませんでしょ

うか。 

 

各委員（特になし。） 

 

伊藤教育長 

 よろしいでしょうか。それでは、本案は原案のとおり改正することに御異議ご

ざいませんか。 

 

各委員（異議なし） 
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伊藤教育長 

 ありがとうございます。それでは、御異議なしと認め、本案は原案のとおり 

改正することとします。 

 次に、次第の５番、その他に入らせていただきます。 

令和５年度秋田県学習状況調査について御報告いたします。 

教育研究所長、お願いします。 

 

教育研究所長 

 令和５年１２月に実施された秋田県学習状況調査について、簡単に概要を 

ご説明します。資料№４をご覧ください。例年と同様に「教科に関する調査」と

「学習の意欲等に関する質問紙による調査」が行われました。調査結果について

お伝えします。正答率を県平均と比較し、小学校は、５年生の国語は上回ってい

ますが、その他は県平均をやや下回っています。中学校は、２年生は英語以外は

県平均を上回っています。１年生は理科は県平均と同等であり、その他は県平均

を下回っております。先週行われた２月の校長会で市教委としての分析結果を

示し、各学校では、自校の成果と課題を分析するとともに、年度内の回復を図っ

ております。 

続いて、「児童生徒質問紙」の資料をご覧願います。学習意欲等に関する質問紙

調査については、「各教科の勉強が好きかどうか」についての結果をお示しして

おります。小学校、中学校共に全ての教科で肯定的な反応が７割程度を越えて 

おり、特に理科は８割程度またはそれ以上となっております。ただし、教科の 

調査で課題となっている算数・数学及び外国語については、否定的な反応の児童

生徒の割合が全ての学年で 25%以上となっています。本市の課題である算数・ 

数学、外国語について、児童生徒の経験と学習の関係という視点で考察いたしま

す。算数、数学では、学年が上がるにつれ経験と離れ抽象的な思考場面が増えま

す 。外国語では 、日常生活の場面を扱うことが多いですが、外国語に慣れ親し

み、経験を豊かにする機会は限定的です。算数、数学、外国語は、学習への児童

生徒の経験の生かし方、日常生活での活用に、より工夫が必要な教科であると 

考えます。一方、国語、社会、理科においては、日常の生活経験や自然体験等、

身近な経験と結び付けた学習を工夫しやすいと言えます。各学校では、経験を 

もとに課題を見いだしたり、学習の成果を生活に生かしたりすることについて

授業改善に取り組んでおります。児童生徒の経験を大切にした「分かる授業・ 

楽しい授業」に向けた授業改善に取り組んでいくことが重要であると考えます。

このことは「算数・数学や外国語の勉強が好きだ」と回答する児童生徒を増やし、

教科に関する調査にも好影響を与えるものと考え、今後も学校への情報発信、 

指導助言に努めて参りたいと思います。 
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伊藤教育長 

ただいまの説明につきまして、委員の皆様から御質問等ございませんでしょ

うか。 

 

伊藤委員 

 一度途中でつまずいてしまうと、その先がなかなか進めないという状況だと

思います。分からなくて進めないというのもあるとは思いますが、たまたま病欠

などで休んでしまって、大事な場面を休んでしまったためにその先が分からな

いということもあるかと思います。現在は、タブレットも導入しておりますので、

例えばドリルを使用するなど個人の状態に合わせて学習できれば良いなと思い

ます。 

 

教育研究所長 

 ＡＩドリルの使用を行って参りましたが、統合型校務支援システムとのシス

テム上の相性のために来年度は継続しないこととなっております。今後、相性の

良いＡＩドリルの利用について検討を続けて参ります。新しく別のＡＩドリル

を検討している学校もあるとお聞きしておりますので、先行事例のある学校か

らの情報をいただきながら市全体での活用が出来るように検討を進めて参りま

す。 

 

伊藤委員 

 システムやソフトは色々ありますので、どれを使いたいかというのは難しい

とは思いますけれども、色々と事例を参考にして良い方向に向かっていただけ

ればと思います。 

 

伊藤教育長 

 いずれ、個別の事情に配慮した学習指導は必要ですし、正答率も気になります

が、「好き」との関係も非常に気になるところですので、もう少し状況を踏まえ

て対応してまいりたいと思います。 

 他にございませんでしょうか。 

 

教育委員会事務局長 

 大谷選手から寄贈されたグローブの件についてですが、現在、各学校で三つ

色々な形で使ってもらっておりますが、明日から２９日まで地域の一般の方に

もということで、学校から一つお借りしてそれぞれの公民館で展示する計画を

しております。大曲地区については大曲図書館の入り口に一つ展示しますが、大

曲地域の各公民館でも時期をずらして展示する予定です。市民の皆様にも触れ

ていただきたいということで計画しておりますので、御承知おきいただきたい
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と思います。館長の皆様には御難儀をお掛けしますがよろしくお願いします。 

 

伊藤教育長 

 あくまでも、子ども達が使うことを優先しておりますのでご理解願います。 

 他にはございませんでしょうか。 

 

各委員（特になし） 

 

伊藤教育長 

よろしいでしょうか。 

その他のことについて、この機会に委員の皆様から何かございませんでしょ

うか。 

 

各委員（特になし） 

 

伊藤教育長 

 よろしいでしょうか。 

 では、教育総務課長から次回の日程等についてお願いします。 

 

教育総務課長 

次回定例会は、３月２７日水曜日、午後３時３０分から、こちら大会議室で開催し

たいと考えておりますので、ご都合方よろしくお願いいたします。 

なお、令和５年度最後の定例会となりますので、各公民館長の皆様も参集ください

ますようお願い致します。 

 私からは以上です。 

 

伊藤教育長 

次回定例会は、３月２７日水曜日、午後３時３０分から、ここ大会議室にて開

催、としての提案です。皆様、よろしいでしょうか。 

 

各委員（特になし） 

 

伊藤教育長 

では、次回定例会は、そのように予定いたしますので、よろしくお願いいたし

ます。 

なお、この後ここで臨時会を行いますので、委員の皆様と関係職員以外の方は

御退場をお願いします。 

 以上で、定例会を閉じます。 

 本日はありがとうございました。お疲れ様でした。 


